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第１章 みどりの基本計画について
都市緑地法第４条に規定する「みどりの基本計画」はみどりの

まちづくりの⽅針を⽰すもので、近年の社会情勢の変化に対応する
ために改定します。みどりに関わる様々な主体が連携することで、
皆様のWell-beingの向上を⽬指します。

●「みどりの基本計画」は、都市緑地法第４条に規定する基本計画であり、
みどりの保全や緑化の推進に関して、その将来像と基本⽅針、将来像を
実現するための施策・取組等を定めるみどりのマスタープランです。

●「静岡市みどりの基本計画」では、⽣活環境の向上に資するみどりの保
全及び緑化の推進を総合的かつ計画的に図ることを⽬的として、本市に
おけるみどりのまちづくりの⽅向性を⽰します。

●平成28（2016）年3⽉に「静岡市都市計画マスタープラン」の改定を実
施し、令和５（2023）年3⽉に「第４次静岡市総合計画」を策定しまし
た。また、平成27（2015）年4⽉の前計画改定より、みどりを取り巻く
環境（トレンド）は⼤きく変化しており、それらに対応した本計画の
改定が求められています。

●近年では、みどりの様々な主体
による活動の場としての役割が
⾼まっており、本計画ではみど
りに関わる取組の分野間連携に
よる促進を図ることで、多様な
分野へのみどりの効果の波及を
実現します。

図 分野間連携が想定される分野

＜計画の⽬的と改定の背景＞

＜計画期間＞
●計画期間は、令和７（2025）年から令和26（2044）年までの20年間
とし、評価指標の⽬標年度は、令和12（2030）年を設定します。なお、
本計画は、社会情勢の変化などに対応するため、必要に応じて⾒直し
を⾏うものとします。

＜対象とする「みどり」と対象区域＞
●⼭地・丘陵地、海浜、河川、農地等の⾃然環境や、公園、街路樹、
公共建築物や⼯業地等の⺠有地の植栽、住宅の庭や⽣垣、市街地内
の都市農地や樹林地等のまちなかの緑地などのあらゆるみどりを対
象とします。

●また、本計画は都市緑地法に基づき、都市計画区域及びその縁辺部
を対象として策定します。

第２章 本市におけるみどりの課題
⼈⼝減少や少⼦⾼齢社会、法律の改正などみどりを取り巻く環境の変化と、本市における現況のみどりの評価を踏まえ、

みどりの課題を整理しています。

第３章 みどりの将来像と基本⽅針
⽬指すべきみどりの将来像を定め、その将来像を実現するために、みどりの保全及び緑化の推進に関する基本⽅針を定めています。

輝くみどりを未来につなぎ ⼈が輝き未来につなげる
⼈と⾃然の共⽣都市 静岡

〜市⺠の「Well-being」の向上に寄与する「質」の⾼いみどりを保全・創出〜

＜みどりの将来像＞
基本⽅針１
まちをやさしく囲むみどりの⼤きな環を保全・活⽤します
基本⽅針２
防災・減災機能を有し、地域の景観向上や新たな魅⼒づくり
につながる⾝近なみどりを創出します
基本⽅針３
都市拠点・地域拠点のみどりの拡充と静岡らしい歴史とみど
りの拠点の創出を図ります
基本⽅針４
市⺠・事業者・⾏政が共創によりみどりを創出し、守ります

＜みどりの基本⽅針＞

＜みどりに関わる分野間連携＞

＜みどりを取り巻く環境（トレンド）＞

＜みどりの現況整理を受けた評価＞ ＜みどりの課題＞

■改定のポイント
本改定においては、経済成⻑時代のまちづくりや⼈⼝増加等を

背景とし、みどりの量の確保に主眼をおいた前計画までの計画内容
から、市⺠のWell-being（⼼豊かな暮らし）の向上を⽬指し、既存
のみどりの価値向上や柔軟な利活⽤を推進する内容へと、計画の⽅
向性の転換を図りました。

〜「質」の⾼いみどりとは〜
みどりが持つ防災減災機能、憩いの場やコミュニティ形成・健康増進の場としての
機能などを最⼤限に発揮することが「質」の⾼いみどりの創出につながるとともに、
「質」の⾼いみどりを保全していくことが、市⺠のWell-being向上につながります。

・本市の都市公園等の市⺠⼀⼈当たりの整備⽔準は、近年増加しているもの
の、市⺠ニーズに合った質の⾼い都市公園等の創出が求められる。

・安倍川、興津川、富⼠川などの河川は、豊かな⾃然を有し、野⿃や⽔⽣⽣
物などの⽣息空間となっている。

・街路樹の⼤⽊化や整備に伴う総量の増加等により、⾏政によるきめ細やか
な維持管理が困難な状況となっている。

・縁辺部の⼭地・丘陵地のみどりは本市のみどりの軸を構成し、安倍川、富
⼠川、⿇機遊⽔地などの⽔辺空間は、⽔の軸を構成している。

・⽣物多様性の観点から豊かな⾃然環境の保全が求められる。

・農地保全の担い⼿不⾜等を⼀因とし、⽣産緑地地区などの都市農地が減少
傾向にあり、都市農地の適切な維持・活⽤のため更なる推進が求められる。

・地域の⾝近な公園の不⾜により、災害時の避難場所や復旧活動の拠点とも
なるオープンスペースの不⾜につながる。

・既存の防災・減災機能を有するみどりに関連する施設について適切な管理
が求められる。

bb
・駿府城公園などの歴史の拠点や⽇本平公園や⼤浜公園などの静岡らしさを
感じられるみどりの拠点は、本市の魅⼒を⾼めるまちの資産として、さら
なる利活⽤が必要である。

・⾝近な公園について、環境学習や地域のイベントの場として、より積極的
な利活⽤が必要である。

・⾼齢者や障がい者を含め誰にでも使いやすいインクルーシブ遊具の充実な
ど、⼼豊かな⽣活を⽀えるサードプレイスとなる公園・緑地が必要である。

・緑地⾏政における財政⾯をはじめとした課題について市⺠・事業者と問題
意識を共有し、共創により取組を推進する必要がある。

・公園・緑地の柔軟な利活⽤のための仕組みが整っておらず、⺠間企業や地
域住⺠等による柔軟な管理運営ができていない。

・⼀⼈当たり公園⾯積が10㎡/⼈に達していない中、公園や緑地の「量」を
充⾜させるとともに、既存の公園・緑地の「質」を⾼めていく必要がある。

本市を取り巻く社会動向の変化
少⼦⾼齢化・⼈⼝減少 など

全国的な緑地⾏政に関連する動向
みどりに係る法改正等の近年の動向 など

全国的なまちづくりに関連する動向
まちなかウォーカブルの推進 など
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第４章 将来像を実現するための施策・取組
第３章で設定した４つの基本⽅針に基づく施策・取組を位置づけ

ています。

第５章 静岡市のみどりに関する新たな視点
本市を取り巻く社会動向の変化、全国的な緑地⾏政やまちづくりに

関連する動向等を踏まえて、本市における緑地⾏政において「市⺠の
「Well-being」の向上に寄与する「質」の⾼いみどりを保全・創出
するために求められる新たな視点について⽰しています。

第６章 計画の推進に向けて
計画の推進に向けては、PDCAサイクルにより計画

の着実な推進を実現するとともに、外部からの評価を
⾏いながら、必要に応じて事業の⾒直しを実施します。

●PDCAサイクルにおける「進⾏管理・評価」においては、
本計画の⽬標について具体的な指標で設定し、⽬標指標
の達成状況と本計画に位置付けた施策・取組の進捗管理
結果との照らし合わせにより、各施策・取組が⽬標に与
える影響を分析することで、必要に応じて計画の⾒直し
につなげます。

＜ PDCAサイクルによる計画の推進＞
●みどりの将来像の実現に向けてPDCAサイクルにより計画を推
進します（バックキャスティング⽅式）。

５‐１新たな価値創出や社会課題解決に向けたまちづくりの場の創出
（１）グリーンインフラによる本市のみどりが持つ機能の最⼤化

・みどりが持つ機能を最⼤限引き出し、健康・福祉・⼦育て・コミュニティ形成
などの様々な地域課題の解決につなげます。

（２）誰もが⼼豊かに過ごすことができる快適な空間づくり
・公園施設については、静岡市公園施設⻑寿命化計画に基づき更新し、
既存公園のポテンシャルを発揮します。

・街路樹については、静岡市道路附属物維持管理計画（街路樹編）に
基づき適正管理し、良好な景観の形成につなげます。

（３）都市農地を活かしたまちづくりの推進
・農作物を供給するだけでなく、⽣活に安らぎや潤いをもたらす空間や
⾃然と触れ合える場としての機能を保全活⽤します。

（４）市街地周辺における⾃然環境の⾥⼭としての保全・利活⽤の推進
・市⺠⽣活との関わりの深い⾝近な⾃然環境を「⾥⼭公園」とし、
多様な主体との共創により保全・利活⽤を推進します。

５‐２しなやかに使いこなす仕組みをととのえる
（１）利⽤ルールの弾⼒化

・公園のポテンシャルを最⼤限発揮し、多様化する利⽤ニーズに柔軟に
対応できるよう、利⽤ルールの弾⼒化を推進します。

（２）社会実験の場としての利活⽤
・地域の変化するニーズへの対応を試⾏的に実施し、利活⽤の可能性を
探る取組を推進します。

５‐３みどりの担い⼿を広げ・つなぎ・育てる
（１）みどりを活⽤した地域課題解決に関わる担い⼿づくり

・⾝近な公園や花壇などのみどりを活⽤し、コミュニティ形成や発展を
⽀援する⼈材の発掘や育成のあり⽅を検討します。

（２）公⺠共創の促進
・指定管理者制度やPark-PFI制度など、公園や地域の特性に応じた公⺠
共創の⼿法について検討します。

（３）事業者が参⼊しやすい環境づくり
・公⺠共創による柔軟な取組を⾏うため、公園等の整備・管理への参画
を更に促進するための仕組づくりを推進します。

５‐４みどりの空間におけるDXの推進
・公園整備・管理の効率化や利⽤者の利便性向上に関する取組等に
ついて公⺠共創により推進します。

基本⽅針１ まちをやさしく囲むみどりの⼤きな環を保全・活⽤します
市街地の背景となる⼭々や⼭地・丘陵地の景観・眺望地の
保全
市街地を取り囲む⼭地・丘陵地の保全・活⽤
⼭間地・市街地周辺の農地の保全・活⽤

（１）⼭地・丘陵地、⼭間地・市街地
周辺の農地を保全・活⽤します

海浜環境・松林の保全
世界⽂化遺産富⼠⼭構成資産三保松原の保全・活⽤

（２）駿河湾の海浜環境を保全・活⽤
します

流域治⽔の推進
河川の⾃然環境の保全
市街地内の中⼩河川の緑化

（３）⽔辺の軸となる河川の良好な
環境を保全・活⽤します

健全な街路樹の維持
街路樹が必要な路線や適切な配置及び樹種の明確化
効率的な維持管理の推進
樹種の改善
都市計画道路整備に伴う街路樹の植栽

（４）みどりの軸となる質の⾼い
街路樹を創出します

基本⽅針２ 防災・減災機能を有し、地域の景観向上や
新たな魅⼒づくりにつながる⾝近なみどりを創出します

災害時にも役⽴つ⾝近な公園の整備
⻑期未整備都市計画公園の⾒直し
計画的な⾝近な公園の再整備
効率的・効果的な維持管理の実施

（１）防災・減災機能を有する良好な
⾝近なみどりを創出します

公共建築物の緑化の推進（２）公共建築物の緑化を推進します
住宅地における緑化の推進
商業・業務地における緑化の推進
⼯業地における緑化の推進
防災・減災に寄与する⽣垣の設置

（３）⺠有地の緑化を推進します

都市農地の保全・活⽤
樹林地の保全・活⽤
⾥⼭の保全・活⽤
歴史的な樹⽊・樹林の保全・活⽤

（４）市街地内のみどりを保全・活⽤
します

基本⽅針３ 都市拠点・地域拠点のみどりの拡充と静岡らしい歴史と
みどりの拠点の創出を図ります

みどり豊かな都市拠点・地域拠点の創出
公園等における防災・減災機能の強化
拠点公園の位置づけと機能の強化

（１）都市拠点・地域拠点のまちづくり
に寄与するみどりを創出します

駿府城公園における取組
⽇本平公園における取組
⿇機遊⽔地・あさはた緑地における取組
清⽔港周辺における取組
⼤浜公園における取組
（仮称）⼤内新⽥多⽬的広場における取組

（２）みどりと⽔辺と歴史の拠点を
整備・創出します

総合公園における取組
運動公園等における取組
⾵致公園、歴史公園等における取組

（３）特⾊ある公園を創出します

基本⽅針４ 市⺠・事業者・⾏政が共創によりみどりを創出し、守ります
既存制度の適切な運⽤
「みどり審議会」との連携
「静岡市景観アドバイザー制度」の適切な運⽤

（１）みどりに関する既存の仕組みの
適切な運⽤を推進します

市⺠との共創
事業者との共創
既存の仕組みの⾒直しと新たな仕組みの創出
社会実験の実施
パークマネジメントプランの作成

（２）市⺠・事業者との共創による
公園の整備・管理を促進します

緑化活動の⽀援
緑化イベントの開催
緑化講習会の開催
緑化活動の表彰

（３）静岡市花と緑のまちづくり協議会
の活動を推進します

他分野との連携による公園等の利活⽤
他分野と連携した公共空間の管理の推進

（４）他分野との連携により魅⼒的な
みどりを創出します

グリーンインフラの推進と普及
防災・減災の推進
ヒートアイランド対策の推進
分野間連携の促進

（５）グリーンインフラを推進します

外来種への対応
イベントの実施
環境教育の推進
共創によるモニタリングの推進

（６）⽣物多様性の保全・持続可能な
利⽤を推進します

市⺠参加型の情報収集・発信（７）みどりの情報発信や利活⽤を
促進します

輝くみどりを
未来につなぎ
⼈が輝き

未来につなげる
⼈と⾃然の共⽣都市

静岡

〜市⺠の「Well-being」の
向上に寄与する
「質」の⾼い

みどりを保全・創出〜

⽬標
（令和12（2030）年）

現況
（令和３（2021）年）概要

80％67.8％⾝近な地域にみどりが多く、⼼地
よいまちだと思う市⺠の割合

40％21.4％公園に満⾜している市⺠の割合

PLAN
計画の策定）

ACT
（改善）

CHECK
（進⾏管理・

評価）

DO
（施策・取組
の実⾏）

【⽬標】 【基本⽅針】 【施策・取組】 【具体的事業】

基本⽅針１
まちをやさしく囲む
みどりの⼤きな環を
保全・活⽤します

基本⽅針２
防災・減災機能を有
し、地域の景観向上
や新たな魅⼒づくり
につながる⾝近なみ
どりを創出します

基本⽅針３
都市拠点・地域拠点の
みどりの拡充と静岡ら
しい歴史とみどりの拠
点の創出を図ります

基本⽅針４
市⺠・事業者・⾏政が
共創によりみどりを創

出し守ります

基本⽅針１
に基づく
具体的事業

基本⽅針２
に基づく
具体的事業

基本⽅針１
に基づく
具体的事業

基本⽅針４
に基づく
具体的事業

基本⽅針１に基づく
施策・取組

（第４章参照）

基本⽅針２に基づく
施策・取組

（第４章参照）

基本⽅針３に基づく
施策・取組

（第４章参照）

基本⽅針４に基づく
施策・取組

（第４章参照）


